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はじめに

国家資格として公認心理師が誕生し，本学でも2018年
4月から公認心理師養成カリキュラムが，学部・大学院
同時期にスタートした。

この間，本学における制度導入に携わったことから，
本稿では養成カリキュラムを概説し，ここまでのポイン
トを整理し，今後の方向性について話題にしたい。

1．公認心理師法整備までの流れ

公認心理師とは，公認心理師登録簿への登録を
受け，公認心理師の名称を用いて，保健医療，福
祉，教育その他の分野において，心理学に関する
専門的知識及び技術をもって，次にあげる行為を
業とする者をいう。
公認心理師資格の概要は，表1のとおりである。

公認心理師法は2015年9月9日に国会で成立
し，同年9月9日に公布された。国民の心の健康
の保持増進に寄与することを目的としたものであ
る。法律は，第1章総則（第1～第3条），第2
章試験（第4条～第27条），第3章登録（第28条
～第39条），第4章義務等（第40条～第45条），第
5章罰則（第46条～第50条），附則からなる。
その後，2017年9月15日に施行され，2018年度か
ら大学・大学院で公認心理師養成が始まった。

この間，2016年9月から法を具体化するために
公認心理師カリキュラム等検討会が継続的に開催
され，2017年5月31日には「公認心理師カリキュ
ラム等検討会報告書」がまとめられた。

2．カリキュラム等検討会報告書

カリキュラム検討会では，（1）公認心理師の
カリキュラム等に関する基本的な考え方につい
て，（2）（1）を踏まえたカリキュラムの到達目
標，（3）大学および大学院における必要な科目
の考え方について，（4）大学および大学院にお
ける必要な科目，（5）法第7条第2号に係る実

務経験について，（6）受験資格の特例において規定す
る科目について，（7）いわゆる現任者について，（8）
公認心理師試験についてなどからなっている。

例えば（1）については，資格を得た時の姿を踏まえ
た上でのカリキュラム整備が重要であることが明記さ
れ，卒業時到達目標から，それを達成するような教育全
体としてのグランドデザインの整備が求められ，その考
えに応じた専門家としての役割，知識，技術などが整理

表1 公認心理師法の概要

（出所：カリキュラム検討会報告書，P33）
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されている。また，公認心理師法でいうところの第2条
の規定に基づいた実践能力の養成が求められている。＜
活動する分野を問わず求められるもの＞と＜活動する分
野を問わず求められるもの＞などがある。職責や倫理
観，主体的な学び，医療分野，保健分野，教育分野，福
祉分野，司法・犯罪分野それぞれの分野における基本的
な知識などが示されている。留意点については，適切な
知識および技能が身に着けられること，主体的な学び，
バランス感覚，特に大学教育においては，問題解決を行
う手法も加えることなどが掲げられている。
（2）については，それぞれの科目に関する到達目標

が記載されている。また，専門家としての自覚（役割，
法的義務の理解と適切な理解，安全優先，守秘義務と情
報の取り扱いなど），問題解決能力と生涯学習（課題発
見，自己学習，社会の変化をとらえながら，生涯にわた
り自己研鑽を続ける意欲および態度），他職種連携・地
域連携（チームにおける役割，医療機関における「チー
ム医療」の体験など）についても掲げられている。

3．公認心理師カリキュラム整備

公認心理師カリキュラムは，学部25科目，大学院10科
目である。以下概要とポイントを整理する。

⑴ 学部科目
心理学基礎科目と心理学発展科目からなる。
先に述べたように，本資格は学部から心理学を修める

ことが法律上定められているため，学部段階における心
理学に関する基礎知識は大変重要である。学部段階にお
ける科目は，大きく心理学基礎科目，心理学発展科目，
実習演習科目，に分けられる。
1）心理学基礎科目

公認心理師の職責，心理学概論，臨床心理学概論，心
理学研究法，心理学統計法，心理学実験である。中でも
公認心理師の職責は，あらたに開設された科目であり専
門家養成において，重要な科目である。そこでは，その
役割，法的義務と倫理，心理支援を要するものへの安全
の確保，情報の取り扱い，専門家の具体的な業務，自己
課題発見・解決能力，生涯学習の準備，他職種連携など
が盛り込まれている。
2）心理学発展科目

知覚・認知心理学，感情・人格心理学，神経・生理心
理学，社会・集団・家族心理学，発達心理学，障害者・
障害児心理学，心理的アセスメント，心理学的支援法，
健康・医療心理学，福祉心理学，教育・学校心理学，司
法・犯罪心理学，産業・労働心理学，人体の構造と機能
及び疾病，精神疾患とその治療，関係行政法からなる。

心理支援が汎用性のある分野での資格であることか
ら，医療保健分野，教育分野，福祉分野，産業労働分野，

司法・犯罪分野と幅広い分野を学ぶことになる。
3）実習演習科目

心理演習，心理実習からなる。心理実習は80時間以上
である。それぞれに担当できる教員の資格要件や実習指
導者（学内，学外）の規定が定められている。またこの
科目を開設するには，厚生労働に確認申請書（実習計画
書，実習承諾書，教員調書，実習指導者調書）を提出し，
認められる必要がある。実習施設についても法律上の指
示がある。本学では，福岡県，福岡市，大学病院ほか医
療機関，法務省，産業労働機関など幅広く承諾をいただ
いた。また学外の実習指導者についても豊かなキャリア
をもつ先生方に承諾をいただいた（実習承諾機関8機
関，実習指導者12名）。

⑵ 大学院科目
1）心理実践科目

保健医療分野に関する理論と支援の展開，福祉分野に
関する理論と支援の展開，教育分野に関する理論と支援
の展開，司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開，産
業・労働分野に関する理論と支援の展開，心理的アセス
メントに関する理論と支援の展開，心理支援に関する理
論と実践，家族関係・集団・地域社会における心理支援
に関する理論と実践，心の健康教育に関する理論と支援
の実践である。
2）実習科目

心理実践実習は450時間以上である。これについても
学部同様，担当できる教員の資格要件や実習指導者（学
内，学外）の規定が定められている。大学院事務課の多
大なる協力をいただきながら，厚生労働省に確認申請書
（実習計画書，実習承諾書，教員調書，実習指導者調書）
を提出し認められた。2018年10月から実習を開始してい
る。
「心理実践実習」の外部での実習機関は6機関，学外

実習指導者6名の方々の協力をいただいた。省庁に提出
した実習計画書に則り，学内実習担当教員は，実習指導
（学内での指導と定期的な巡回指導）にあたっている。

4．養成について

受験資格取得には下記のルートがある（表2）。

現在は，経過措置といわれる人々が受験しているが，
2018年4月に入学した人が大学院に進学しストレートで
合格した場合，2024年に合格者が誕生する流れとなる。
ちなみに2018年の入学生は，大学で所定の科目を履修し
て卒業し，更に大学院で所定の科目を履修する基本ルー
トと，大学で所定の科目を履修して卒業し，その後2年
以上の実務経験を積む場合の2つのルートがある。
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5．国家試験の現況

国家試験についても定められている。出題範囲につい
ては，「『出題範囲として詳細な科目は定めず，公認心理
師として具有すべき知識及び技能』について出題する。
医師国家試験の出題基準及びブループリントに相当する
ものを作成し，出題に際して準拠する基準とする」と定
められている。試験の実施方法や合格基準あるいは試験

実施時期についても明記されている。
平成30年度に第1回公認心理師試験が実施され，令和

元年6月末現在資格登録者数は26，766人である。
第2回試験は，令和元年8月4日（日）に実施され，

令和元年9月13日（金）合格発表が行われた。合格後，
公認心理師登録簿に登録されることで公認心理師とな
る。第2回目の合格率は46．4％である。概要は表3のと
おりである。

表2 公認心理師の資格取得方法について

（出所：カリキュラム検討会報告書，P34）
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6．本学における取り組み

⑴ 全学の理解と事務方の多大なる支援
この間，学科や学部をこえた理解と協力，学部事務室・

大学院事務課の多大なる支援を継続的にいただきなが
ら，今日まで進めている。

例えば事務方による支援については，受験資格の特例
への対応についてがある（表4，表5）。

いわゆる読み替え科目についてである。教員はもとよ
り大学院事務課および学部事務室の事務の方々に多大な
る協力（＝過去のシラバス準備など）をいただいた。ま
た，卒業生への周知対応の方法についてもミーティング
を重ねながら一緒に検討いただいた。広報課の方々にも
大いにお世話になった。
「科目確認書」についても協力をいただいた。こちら

で準備した膨大な書類（例，教員調書，実習指導者調書，
実習承諾書など）を一つにまとめていただいたり，不明
な点があれば省庁に連絡・確認の作業をお願いすること
もある。

こうした諸作業は慎重さと丁寧さと確実性が求められ
る。この間こうした作業をともに進めていただき，大い
に支えていただいている。

今後は，法令順守の確認や諸々の変更届あるいは数年
後の法改正などがある。学部・大学院とも事務方のサ
ポートがなければ，資格の申請，運用は成立しなかった
と感じている。

⑵ 本学の持ち味を活かした専門家養成
折しも「公認心理師養成大学・大学院ガイド」にて本

学の養成について紹介する機会があった。ガイドでは主
に実習科目に関する記載が主であったが，特色について
は総合大学であること（一つのキャンパスに9学部31学
科，大学院10研究科34専攻が集積する総合大学）と，平
成30年（2018年）職業選択を意識したカリキュラム改正
が行われ，トラック制による学びがスタートしたことを
紹介した。

専門家を目指すには心理だけを学ぶのではなく，豊か
な人間性，幅広い学問への接近，地道な取り組みなどが
必要になると考える。総合大学の良さ，学科トラック制
のよさを大いに活かした自身のキャリア形成を意識して
いくことが重要になり，それへの適切なサポートが必要
になると思われる。

⑶ 今後の課題
先にも述べたように，大学院は完成年度を迎えるにあ

表3 第2回公認心理師国家試験の概要

（出所：「高等教育と専門職大学院を取り巻く状況について」P54）
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たり，課題の整理とあらたな展開を期す
べく，現在カリキュラムの見直しを行っ
ている。学部は2020年度から養成カリ
キュラム3年目に入り，また2021年度に
開講される実習などの準備を始めてい
る。数年後には法律の見直しが予定され
ている。国民の期待に応えられる人材育
成とともに公認心理師としてスタートラ
インにたてること（＝国家試験合格）は
大変重要である。関係する情報を把握
し，適切に対応できるよう，種々整理し
ながらよりよいものとなるよう検討を重
ねたい。

文献

公認心理師養成大学・大学院ガイド こ
ころの科学，日本評論社

公認心理師カリキュラム等検討会 報告
書，平成29年5月31日

高等教育と専門職大学院を取り巻く状況
について，心理分野の高度専門職業
人養成について，日本臨床心理士養
成大学院協議会，年次大会配布資料
p54．

付記：
本号の最後に，資料として公認心理師法
を掲載している。参考にされたい。

表4 受験資格の特例について：大学における科目

（出所：受験資格の特例について② P25）

表5 受験資格の特例について：大学院における科目

（出所：受験資格の特例について① P26）
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て
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
修
め
て
卒
業
し
、
か
つ
、

同
法
に
基
づ
く
大
学
院
に
お
い
て
心
理
学
そ
の
他
の
公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
必
要
な

科
目
と
し
て
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
修
め
て
そ
の
課
程
を
修

了
し
た
者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
者

二

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
心
理
学
そ
の
他
の
公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に

必
要
な
科
目
と
し
て
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
修
め
て
卒
業
し

た
者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

者
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に
お
い
て
文
部
科
学
省

令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
以
上
第
二
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
行

為
の
業
務
に
従
事
し
た
も
の

三

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
前
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び

技
能
を
有
す
る
と
認
定
し
た
者

（
試
験
の
無
効
等
）

第
八
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
試
験
に
関
し
て
不
正
の
行
為
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
不
正
行
為
に
関
係
の
あ
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
受
験
を
停
止
さ
せ
、
又
は

そ
の
試
験
を
無
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
た
者
に
対

し
、
期
間
を
定
め
て
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
受
験
手
数
料
）

第
九
条

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
受
験
手
数

料
を
国
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
受
験
手
数
料
は
、
こ
れ
を
納
付
し
た
者
が
試
験
を
受
け
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、

返
還
し
な
い
。

（
指
定
試
験
機
関
の
指
定
）

第
十
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
試
験
機
関
」
と
い
う
。）
に
、
試
験

の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
試
験
事
務
」
と
い
う
。）
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

指
定
試
験
機
関
の
指
定
は
、
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
試
験
事
務
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

3

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
申
請
が
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と

認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
指
定
試
験
機
関
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

職
員
、
設
備
、
試
験
事
務
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
試
験
事
務
の
実

施
に
関
す
る
計
画
が
、
試
験
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ

る
こ
と
。

二

前
号
の
試
験
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
必
要
な
経
理
的

及
び
技
術
的
な
基
礎
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

4

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
項
の
申
請
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は
、
指
定
試
験
機
関
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
、
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
以
外
の
者
で
あ
る
こ
と
。

二

申
請
者
が
そ
の
行
う
試
験
事
務
以
外
の
業
務
に
よ
り
試
験
事
務
を
公
正
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

三

申
請
者
が
、
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か

ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

四

申
請
者
の
役
員
の
う
ち
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
こ
と
。

イ

こ
の
法
律
に
違
反
し
て
、
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

ロ

次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
よ
り
解
任
さ
れ
、
そ
の
解
任
の
日
か
ら
起
算
し

て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

（
指
定
試
験
機
関
の
役
員
の
選
任
及
び
解
任
）

第
十
一
条

指
定
試
験
機
関
の
役
員
の
選
任
及
び
解
任
は
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大

臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

2

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
試
験
機
関
の
役
員
が
、
こ
の
法
律
（
こ
の

法
律
に
基
づ
く
命
令
又
は
処
分
を
含
む
。）
若
し
く
は
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
試
験

事
務
規
程
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
と
き
又
は
試
験
事
務
に
関
し
著
し
く
不
適
当
な
行
為
を

し
た
と
き
は
、
指
定
試
験
機
関
に
対
し
、
当
該
役
員
の
解
任
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
計
画
の
認
可
等
）

第
十
二
条

指
定
試
験
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
、
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
作
成
し
、
当
該

事
業
年
度
の
開
始
前
に
（
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
指
定

（
二
）
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を
受
け
た
後
遅
滞
な
く
）、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

2

指
定
試
験
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
の
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
の
事
業
報
告

書
及
び
収
支
決
算
書
を
作
成
し
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
試
験
事
務
規
程
）

第
十
三
条

指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
事
務
の
開
始
前
に
、
試
験
事
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程

（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
試
験
事
務
規
程
」
と
い
う
。）
を
定
め
、
文
部
科
学
大
臣
及
び

厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き

も
、
同
様
と
す
る
。

2

試
験
事
務
規
程
で
定
め
る
べ
き
事
項
は
、
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

3

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
可
を
し
た
試
験
事
務
規
程
が
試
験

事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
上
不
適
当
と
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
試
験
機
関
に

対
し
、
こ
れ
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
公
認
心
理
師
試
験
委
員
）

第
十
四
条

指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
事
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
公
認
心
理
師
と
し
て
必

要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
公
認
心
理

師
試
験
委
員
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
試
験
委
員
」
と
い
う
。）
に
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

2

指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
委
員
を
選
任
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
文
部
科
学
省
令
・
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
を
備
え
る
者
の
う
ち
か
ら
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
委
員
を
選
任
し
た
と
き
は
、
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
試
験
委
員
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

4

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
試
験
委
員
の
解
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
規
定
の
適
用
等
）

第
十
五
条

指
定
試
験
機
関
が
試
験
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
八
条
第
一
項
及
び
第
九
条

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
第
一
項
中
「
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働

大
臣
」
と
あ
り
、
及
び
第
九
条
第
一
項
中
「
国
」
と
あ
る
の
は
、「
指
定
試
験
機
関
」
と
す

る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
試
験
機

関
に
納
め
ら
れ
た
受
験
手
数
料
は
、
指
定
試
験
機
関
の
収
入
と
す
る
。

（
秘
密
保
持
義
務
等
）

第
十
六
条

指
定
試
験
機
関
の
役
員
若
し
く
は
職
員
（
試
験
委
員
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。）
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
は
、
試
験
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し

て
は
な
ら
な
い
。

2

試
験
事
務
に
従
事
す
る
指
定
試
験
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律

第
四
十
五
号
）
そ
の
他
の
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事
す
る
職
員

と
み
な
す
。

（
帳
簿
の
備
付
け
等
）

第
十
七
条

指
定
試
験
機
関
は
、
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
試
験
事
務
に
関
す
る
事
項
で
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
記
載

し
た
帳
簿
を
備
え
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
督
命
令
）

第
十
八
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
試
験
機
関
に
対
し
、
試
験
事
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
報
告
）

第
十
九
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な
限
度
で
、
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
試
験
機
関
に
対
し
、
報
告
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
立
入
検
査
）

第
二
十
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
な
限
度
で
、
そ
の
職
員
に
、
指
定
試
験
機
関
の
事
務
所
に

立
ち
入
り
、
指
定
試
験
機
関
の
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ
、
又
は
関
係

者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
行
う
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、

か
つ
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

第
一
項
に
規
定
す
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な

ら
な
い
。
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（
試
験
事
務
の
休
廃
止
）

第
二
十
一
条

指
定
試
験
機
関
は
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
、
試
験
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
指
定
の
取
消
し
等
）

第
二
十
二
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
試
験
機
関
が
第
十
条
第
四
項
各

号
（
第
三
号
を
除
く
。）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り

消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
試
験
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
試
験
事
務
の
全

部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
十
条
第
三
項
各
号
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

第
十
一
条
第
二
項
（
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
三

条
第
三
項
又
は
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

三

第
十
二
条
、
第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
前
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と

き
。

四

第
十
三
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
試
験
事
務
規
程
に
よ
ら
な
い
で
試
験
事
務
を
行
っ

た
と
き
。

五

次
条
第
一
項
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

（
指
定
等
の
条
件
）

第
二
十
三
条

第
十
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
三
条
第
一
項

又
は
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
、
認
可
又
は
許
可
に
は
、
条
件
を
付
し
、
及
び
こ
れ

を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
条
件
は
、
当
該
指
定
、
認
可
又
は
許
可
に
係
る
事
項
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め

必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
に
限
り
、
か
つ
、
当
該
指
定
、
認
可
又
は
許
可
を
受
け
る
者
に
不

当
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

第
二
十
四
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不

服
が
あ
る
者
は
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査

法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
試
験
事
務
の
実
施
等
）

第
二
十
五
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
試
験
機
関
の
指
定
を
し
た
と
き

は
、
試
験
事
務
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

2

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
試
験
機
関
が
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
を
受
け
て
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
休
止
し
た
と
き
、
第
二
十
二
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
指
定
試
験
機
関
に
対
し
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た

と
き
又
は
指
定
試
験
機
関
が
天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部

を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
試
験

事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

（
公
示
）

第
二
十
六
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に

公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
。

二

第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
し
た
と
き
。

三

第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一

部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。

四

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
と
す

る
と
き
又
は
自
ら
行
っ
て
い
た
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す

る
と
き
。

（
試
験
の
細
目
等
）

第
二
十
七
条

こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
試
験
、
指
定
試
験
機
関
そ
の
他
こ
の
章
の

規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
三
章

登
録

（
登
録
）

第
二
十
八
条

公
認
心
理
師
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
が
公
認
心
理
師
と
な
る
に
は
、
公
認
心

理
師
登
録
簿
に
、
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

（
四
）
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項
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
認
心
理
師
登
録
簿
）

第
二
十
九
条

公
認
心
理
師
登
録
簿
は
、
文
部
科
学
省
及
び
厚
生
労
働
省
に
、
そ
れ
ぞ
れ
備
え

る
。

（
公
認
心
理
師
登
録
証
）

第
三
十
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
公
認
心
理
師
の
登
録
を
し
た
と
き
は
、

申
請
者
に
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
公
認
心
理
師
登
録
証
（
以
下
こ
の
章

に
お
い
て
「
登
録
証
」
と
い
う
。）
を
交
付
す
る
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
等
）

第
三
十
一
条

公
認
心
理
師
は
、登
録
を
受
け
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、遅
滞
な
く
、

そ
の
旨
を
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

公
認
心
理
師
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
当
該
届
出
に
登
録
証
を
添

え
て
提
出
し
、
そ
の
訂
正
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
三
十
二
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
公
認
心
理
師
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
三
条
各
号
（
第
四
号
を
除
く
。）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
場
合

二

虚
偽
又
は
不
正
の
事
実
に
基
づ
い
て
登
録
を
受
け
た
場
合

2

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
公
認
心
理
師
が
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
又
は

第
四
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を

定
め
て
公
認
心
理
師
の
名
称
及
び
そ
の
名
称
中
に
お
け
る
心
理
師
と
い
う
文
字
の
使
用
の
停

止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
の
消
除
）

第
三
十
三
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
公
認
心
理
師
の
登
録
が
そ
の
効
力
を

失
っ
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
消
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
情
報
の
提
供
）

第
三
十
四
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
公
認
心
理
師
の
登
録
に
関
し
、
相
互

に
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
変
更
登
録
等
の
手
数
料
）

第
三
十
五
条

登
録
証
の
記
載
事
項
の
変
更
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
及
び
登
録
証
の
再
交
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
国
に
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
登
録
機
関
の
指
定
等
）

第
三
十
六
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
登
録
機
関
」
と
い
う
。）
に
、

公
認
心
理
師
の
登
録
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
登
録
事
務
」
と
い
う
。）
を
行
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

2

指
定
登
録
機
関
の
指
定
は
、
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
登
録
事
務
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

第
三
十
七
条

指
定
登
録
機
関
が
登
録
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
二
十
九
条
、
第
三
十

条
、
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

第
二
十
九
条
中
「
文
部
科
学
省
及
び
厚
生
労
働
省
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
登

録
機
関
に
」
と
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
十
三
条
中
「
文
部
科
学
大
臣

及
び
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
り
、
並
び
に
第
三
十
五
条
中
「
国
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
登
録

機
関
」
と
す
る
。

2

指
定
登
録
機
関
が
登
録
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
公
認
心
理
師
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
指
定
登
録
機
関
に
納
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

3

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十
五
条
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
指

定
登
録
機
関
に
納
め
ら
れ
た
手
数
料
は
、
指
定
登
録
機
関
の
収
入
と
す
る
。

（
準
用
）

第
三
十
八
条

第
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
並
び
に
第
十
六

条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
登
録
機
関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
試
験
事
務
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
事
務
」
と
、「
試
験
事
務

規
程
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
事
務
規
程
」
と
、
第
十
条
第
三
項
中
「
前
項
の
申
請
」
と
あ
り
、

及
び
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六
条
第
二
項
の
申
請
」
と
、

第
十
六
条
第
一
項
中
「
職
員
（
試
験
委
員
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は

「
職
員
」
と
、
第
二
十
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
十
一
条
第
二
項
（
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号

中
「
、
第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
前
条
」
と
、
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第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
十
六
条
第
一
号
中
「
第
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

十
六
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
九
条

こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
公
認
心
理
師
の
登
録
、
指
定
登
録
機
関
そ

の
他
こ
の
章
の
規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
。

第
四
章

義
務
等

（
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
）

第
四
十
条

公
認
心
理
師
は
、
公
認
心
理
師
の
信
用
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
行
為
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

（
秘
密
保
持
義
務
）

第
四
十
一
条

公
認
心
理
師
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
そ
の
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
人
の

秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
公
認
心
理
師
で
な
く
な
っ
た
後
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す

る
。

（
連
携
等
）

第
四
十
二
条

公
認
心
理
師
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
担
当
す
る
者
に
対

し
、
保
健
医
療
、
福
祉
、
教
育
等
が
密
接
な
連
携
の
下
で
総
合
的
か
つ
適
切
に
提
供
さ
れ
る

よ
う
、
こ
れ
ら
を
提
供
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
等
と
の
連
携
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2

公
認
心
理
師
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
心
理
に
関
す
る
支
援
を
要
す
る
者
に
当

該
支
援
に
係
る
主
治
の
医
師
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
資
質
向
上
の
責
務
）

第
四
十
三
条

公
認
心
理
師
は
、
国
民
の
心
の
健
康
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
る
業
務
の

内
容
の
変
化
に
適
応
す
る
た
め
、
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
の

向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
名
称
の
使
用
制
限
）

第
四
十
四
条

公
認
心
理
師
で
な
い
者
は
、
公
認
心
理
師
と
い
う
名
称
を
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
。

2

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
公
認
心
理
師
で
な
い
者
は
、
そ
の
名
称
中
に
心
理
師
と

い
う
文
字
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

（
経
過
措
置
等
）

第
四
十
五
条
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
命
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
そ
の
命
令
で
、
そ
の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に

お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。）
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

2

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
文
部

科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
五
章

罰
則

第
四
十
六
条

第
四
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
す
る
。

2

前
項
の
罪
は
、
告
訴
が
な
け
れ
ば
公
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
十
七
条

第
十
六
条
第
一
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規

定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
四
十
八
条

第
二
十
二
条
第
二
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の

規
定
に
よ
る
試
験
事
務
又
は
登
録
事
務
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
違
反
行

為
を
し
た
指
定
試
験
機
関
又
は
指
定
登
録
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又

は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
四
十
九
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。

一

第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
認
心
理
師
の
名
称
及
び
そ
の
名
称
中
に
お
け
る

心
理
師
と
い
う
文
字
の
使
用
の
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
で
、
当
該
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
期

間
中
に
、
公
認
心
理
師
の
名
称
を
使
用
し
、
又
は
そ
の
名
称
中
に
心
理
師
と
い
う
文
字
を

用
い
た
も
の

二

第
四
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
五
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
試
験

機
関
又
は
指
定
登
録
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 （

六
）

資料 公認心理師法 ―83―



一

第
十
七
条
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
違
反
し
て

帳
簿
を
備
え
ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
帳
簿
に
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
帳
簿

を
保
存
し
な
か
っ
た
と
き
。

二

第
十
九
条
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
報
告

を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

三

第
二
十
条
第
一
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ

る
立
入
り
若
し
く
は
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳

述
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
と
き
。

四

第
二
十
一
条
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
許
可
を
受
け
な

い
で
試
験
事
務
又
は
登
録
事
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
と
き
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令

で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十

八
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
及
び
第
二
十
五
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定
並
び
に
第
四

十
七
条
、
第
四
十
八
条
及
び
第
五
十
条
（
第
一
号
を
除
く
。）
の
規
定
（
指
定
試
験
機
関
に

係
る
部
分
に
限
る
。）
並
び
に
附
則
第
八
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
受
験
資
格
の
特
例
）

第
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
第
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
試
験

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
六
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い

う
。）
前
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
大

学
院
に
お
い
て
心
理
学
そ
の
他
の
公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
必
要
な
科
目
と
し
て
文
部

科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
修
め
た
も
の

二

施
行
日
前
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
院
に
入
学
し
た
者
で
あ
っ
て
、
施
行
日
以
後

に
心
理
学
そ
の
他
の
公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
必
要
な
科
目
と
し
て
文
部
科
学
省
令
・

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
修
め
て
当
該
大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
も
の

三

施
行
日
前
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に
入
学
し
、
か
つ
、
心
理
学
そ
の
他
の
公
認

心
理
師
と
な
る
た
め
に
必
要
な
科
目
と
し
て
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

も
の
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
・
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
っ
て
、
施
行
日
以
後
に
同
法
に
基
づ
く
大
学
院
に
お
い
て

第
七
条
第
一
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
科
目
を
修
め
て
そ
の
課
程

を
修
了
し
た
も
の

四

施
行
日
前
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に
入
学
し
、
か
つ
、
心
理
学
そ
の
他
の
公
認

心
理
師
と
な
る
た
め
に
必
要
な
科
目
と
し
て
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

も
の
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
・
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
っ
て
、
第
七
条
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
施
設
に
お
い
て
同
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
以

上
第
二
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
の
業
務
に
従
事
し
た
も
の

2

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
二
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
を
業
と
し

て
行
っ
て
い
る
者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
者
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
に
至
っ
た
も
の
は
、
こ
の
法

律
の
施
行
後
五
年
間
は
、第
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
者

二

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に
お
い
て
、
第
二
条
第
一
号
か
ら
第

三
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為
を
五
年
以
上
業
と
し
て
行
っ
た
者

3

前
項
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
試
験
は
、
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
科
目
の
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
受
験
資
格
に
関
す
る
配
慮
）

第
三
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
試
験
の
受
験
資
格
に
関
す
る
第
七
条
第
二

号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
を
定
め
、
及
び
同
条
第
三
号
の
認
定
を
行
う
に
当

た
っ
て
は
、
同
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
が
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以

上
に
臨
床
心
理
学
を
含
む
心
理
学
そ
の
他
の
科
目
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有

す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
同
条
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間

を
相
当
の
期
間
と
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
名
称
の
使
用
制
限
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
公
認
心
理
師
と
い
う
名
称
を
使
用
し
て
い
る
者
又
は
そ
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八
の
二

公
認
心
理
師
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第

六
十
八
号
）
第
二
十
八
条
（
登
録
）
の
公
認
心
理
師

の
登
録

登
録
件
数

一
件
に
つ
き
一
万

五
千
円

の
名
称
中
に
心
理
師
の
文
字
を
用
い
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
四
条
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
六
月
間
は
、
適
用
し
な
い
。

（
検
討
）

第
五
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
規

定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。

（
試
験
の
実
施
に
関
す
る
特
例
）

第
六
条

第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
の
属
す
る
年
に
お
い
て
は
、
試
験
を
行
わ

な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
一
第
三
十
二
号
（
八
）
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（
文
部
科
学
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

文
部
科
学
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
四
条
第
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二
の
二

公
認
心
理
師
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
所
掌
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
八
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八
十
九
の
二

公
認
心
理
師
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
所
掌
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
八
十
七
号
か
ら
」
の
下
に
「
第
八
十
九
号
ま
で
、
第
九
十
号
か

ら
」
を
加
え
る
。

（
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
七
条
の
う
ち
厚
生
労
働
省
設
置
法
第
四
条
第
一
項
第
八
十
九
号
の
次
に
一
号
を
加

え
る
改
正
規
定
中「
第
四
条
第
一
項
第
八
十
九
号
」を「
第
四
条
第
一
項
第
八
十
九
号
の
二
」

に
改
め
、
第
八
十
九
号
の
二
を
第
八
十
九
号
の
三
と
す
る
。

附
則
第
七
条
中
厚
生
労
働
省
設
置
法
第
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
を
削
る
。

（
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
等
に
関
す
る
機
能
の
強
化
の
た
め
の
国
家
行
政
組

織
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
等
に
関
す
る
機
能
の
強
化
の
た
め
の
国
家

行
政
組
織
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
う
ち
厚
生
労
働
省
設
置
法
第
四
条
第
一
項
第
八
十
九
号
の
次
に
一
号
を
加
え

る
改
正
規
定
中
「
同
項
第
八
十
九
号
」
を
「
同
項
第
八
十
九
号
の
二
」
に
改
め
、
第
八
十
九

号
の
二
を
第
八
十
九
号
の
三
と
す
る
。

第
十
一
条
の
う
ち
厚
生
労
働
省
設
置
法
第
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「「
第
八
十
七

号
か
ら
」
の
下
に
「
第
八
十
九
号
ま
で
、
第
九
十
号
か
ら
」
を
加
え
、」
を
削
る
。

附
則
第
二
十
八
条
の
う
ち
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
附
則
第
七
条
の
う
ち
厚
生

労
働
省
設
置
法
第
四
条
第
一
項
第
八
十
九
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
の
改
正
規
定

及
び
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
を
削
る
改
正
規
定
中
「
第
四
条
第
一
項
第
八
十
九

号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
八
十
九
号
の
二
」
に
、「
第
四
条
第
一
項
第
八
十
九
号
の
二
」

を
「
第
四
条
第
一
項
第
八
十
九
号
の
三
」
に
、「
八
十
九
の
二
」
を
「
八
十
九
の
三
」
に
、「
八

十
九
の
三
」
を
「
八
十
九
の
四
」
に
、「
改
め
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
を
削

る
」
を
「
改
め
る
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
九
条
中
「
第
四
条
第
一
項
第
八
十
九
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
八
十
九
号

の
二
」
に
、「
同
項
第
八
十
九
号
」
を
「
同
項
第
八
十
九
号
の
二
」
に
、「
同
項
第
八
十
九
号

の
二
」
を
「
同
項
第
八
十
九
号
の
三
」
に
、「
八
十
九
の
二
」
を
「
八
十
九
の
三
」
に
、「
八

十
九
の
三
」
を
「
八
十
九
の
四
」
に
改
め
、「
、
第
十
一
条
の
う
ち
厚
生
労
働
省
設
置
法
第

十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
同
項
中
「
第
八
十
七
号
か
ら
」
の
下
に
「
第
八
十
九
号
ま
で
、

第
九
十
号
か
ら
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）」
を
削
る
。

（
八
）

資料 公認心理師法 ―81―


